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1 0 < t < 1とする．4OABにおいて，
¡!
a =

¡!
OA，

¡!
b =

¡!
OBとする．

¡!
AC =

2
3

¡!
ABとなる点を Cとし，

¡!
c =

¡!
OCとする．

¡!
OD = t

¡!
b となる点を D，

¡!
OE = (1¡ t)

¡!
a となる点を E，

¡!
AF = (1¡ t)

¡!
ABとなる点を F

とする．線分ADと線分OCの交点を Gとする．以下の問いに答えよ．

(1) 3j
¡!
a j2 + 6j

¡!
b j2 ¡ 9j

¡!
c j2 = 2j

¡!
ABj2となることを示せ．

(2)
¡!
AGを

¡!
a，
¡!
b および tを用いて表せ．

(3) 4OABの面積を S1，4DEFの面積を S2とする．
S2
S1
を tを用いて多項式で表し，

S2
S1
の最小値とその

ときの tの値を求めよ．


